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生涯学習課長    笹 部 真 吾 

こども未来課    渡 辺 智 成 

１． 開 会 

 

２．報 告 事 項 

（１）令和６年度教育委員会関係予算の決算について           （こども未来課） ※資料１ 

（２）放課後児童健全育成施設における夏休み期間中の弁当配送サービスの試行導入結果について 

（こども未来課） ※資料２ 

（３）第九回徒然草エッセイ大賞について                 （生涯学習課） ※資料３ 

 

３．議 題（協議事項） 

（１）八幡市の教育行政について                

 

４．その他 

・園、学校訪問について 

 

５．配付資料 

・９月分議事録（写し） 

 

６．閉 会 

 

※次回定例教育委員会 

日時：１１月１９日（水）午後３時から 

場所：本庁舎５階 会議室５－２ 

※園、学校訪問先 

松花堂庭園   （９：００） 

さくら幼稚園 （１１：００） 

美濃山小学校 （１１：３０） 
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１．開 会 

 それでは、令和７年１０月度の定例教育委員会を開催いたします。 

２．報 告 事 項 

２．報告事項をお願いします。 

（１）「令和６年度教育委員会関係予算の決算について」、八幡市教育委員会基本規則第９

条第２項の規定により報告いたします。事務局より報告願います。こども未来課。 

令和６年度教育委員会関係予算の決算について報告申し上げます。お手元の資料１をご覧

ください。 

本資料は地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき作成している「決算の概況と主要な

施策の成果に関する報告書」のうち、教育委員会に関係する箇所を抜粋したものとなります。

全部を説明しますと長くなりますので、主な内容について説明させていただくという形でご

了承ください。 

まず２ページの「児童福祉一般事務（子育て支援課）」では、地域子育て支援拠点（おひさ

まテラス）事業費助成について、国・府の財源を活用し令和６年度から財政的支援を拡充し

ました。 

次に、「子ども・子育て支援総合推進」では、第３期子ども・子育て支援事業計画の策定に

向けたニーズ調査等を実施するほか、子ども・子育て会議を５回開催し計画案を審議してい

ただきました。 

３ページから５ページにかけては、民間保育園・こども園の運営に要した経費、６ページ

及び７ページには公立保育園・こども園の運営に要した経費を記載しています。また、施設

整備として、南ケ丘第二保育園及び有都こども園のプール改修を実施しました。 

９ページ下段の「児童館運営」では、令和６年８月に発生した南ケ丘児童センター体育室

の屋根材落下を受け、その補修経費の一部を記載しています。本工事につきましては、工期

が令和７年２月から令和７年４月までと、年度を跨いでおり、令和６年度の支払いはその前

払金となっています。残額については令和７年度での支払いとなります。なお、体育室につ

いては令和７年５月から使用を再開しています。 

１１ページの「教育委員会運営」では、定例教育委員会を 11回、臨時教育委員会を２回開

催しました。 

続いて金額の大きい「事務局運営」ですが、主には職員の人件費となっています。その他

では、教育委員会の広報紙「くすのき」を２回発行したほか、学校・保護者間連絡アプリ

「tetoru」を八幡市教育委員会としても導入し、八幡市からの情報をアプリにて届けること

のできる環境を整備しました。 

１２ページにおきましては、学校運営の支援・さらなる充実に向け、ＩＣＴ支援員や特別

支援教育支援員、学習支援員やスクールソーシャルワーカーの配置のほか、京都府補助金を

活用した機動的児童生徒個別支援事業を実施しました。 

「学校改革推進事業」では、子ども会議の実施開始から２０年を迎え、初の試みとして令

和６年度は市議会議場を会場とし、議員が傍聴する中で市長に対する最終提言を行いました。 

１３ページの「スタディサポート」では、民間事業者を活用した学習機会の提供を行い、

小学生が７８人、中学生が１３４人受講しました。 

続いて「地域部活動検討委員会費」では、休日の部活動の段階的な地域移行に向け、１校

１部活を対象とした地域移行の実証事業を実施しました。 

１４ページから１６ページには、小学校の運営に要した経費を記載しています。令和５年

度に続き、保護者負担の軽減として学校給食費に対する助成を実施しました。 

１６ページの「学校建設費」では、八幡小学校及び有都小学校の屋内運動場空調設備等整

備工事を行うとともに、さくら小学校の給食室改修及び中央小学校のトイレ改修に向けた設

計を行いました。 

１６ページから１８ページには、中学校の運営に要した経費を記載しています。中学校に
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おいても、小学校と同様、保護者負担の軽減として学校給食費に対する助成を実施しました。 

１８ページの「学校建設費」では、男山第二中学校武道場の長寿命化改良工事を行うとと

もに、男山第二中学校のグラウンド改修及び男山東中学校のエレベータ設備等の整備に向け

た設計を行いました。 

続いて「幼稚園管理運営」では、公立幼稚園の運営に要した経費を記載しているほか、新

たな取組として未就園の２歳児を対象としたプレ保育事業を実施しました。 

２１ページの「やわた放課後学習クラブ運営」では、放課後学習クラブに延４，２７３人

が参加しました。 

２２ページの「地域による寺子屋」では、さくら小学校及び中央小学校で実施した寺子屋

事業に延２，６２０人が参加しました。 

２４ページの「名勝松花堂及び書院庭園保存活用」では、名勝松花堂及び書院庭園の災害

復旧工事を引き続き実施しました。 

２５ページの「史跡買上げ」では、八幡西車塚古墳の用地取得を行いました。 

２６ページから２７ページにかけては図書館の運営に要した経費を記載しています。令和

６年度においては図書館システム及び図書館ホームページの更新を行いました。以上です。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

ありがとうございます。図書館についてですが、システムを更新していただいて、すごく

利用しやすくなったと実感しております。 

それともう 1 点。プレ保育についてですが、今日、橋本幼稚園に寄せていただいて、2 歳

児も一緒に保育を受けられているところを見させていただきました。園長先生からも、プレ

保育の効果として 3 歳児のスタートがいい意味で全く違うと聞かせていただきました。この

取組は京都府の公立園で唯一、八幡市が行っているものでございます。 

本当に 2 歳の子ども達が楽しそうに集団の中に入り、保護者から離れて過ごしている姿を

見させていただいて、少子化において公園デビューもない時代にプレ保育の果たす役割は非

常に大きいと思いました。特に橋本幼稚園では今年度、11人のプレ保育の子どもがいらっし

ゃいます。子ども達が集団の中で人と出会い、先生と一緒に遊ぶ喜びを感じて、生きる力の

基礎を培おうとしているとつくづく感じましたので、予算等の問題もあると思いますが、い

い効果が出ていますので、続けていただき、この積み上げが小・中学校の子どもの学力に繋

がっていくと更に嬉しいと思います。よろしくお願いいたします。 

本日も学校訪問をさせていただきましたが、老朽化の話が出ております。もちろん苦心さ

れていると思いますが、安全面のこともありますので、プレ保育等の様々な事業を推進しな

がらも、ぜひ、単年度では中々確保出来ないものを長期展望に立って確保していくと。或い

は他の方法を考えると。ご苦労も多いと思いますが、今後ともお願いしたいと思います。 

他にご質問等はございませんか。 

ないようでありますので、お諮りいたします。 

ただいまの報告事項について、承認することにご異議ありませんか。 

異議なし 

異議なしと認め、報告事項（１）「令和６年度教育委員会関係予算の決算について」は承認

されました。 

次に、（２）「放課後児童健全育成施設における夏休み期間中の弁当配送サービスの試行導

入結果について」、事務局より報告願います。こども未来課。 

放課後児童健全育成施設における弁当配送サービス 実施報告について報告申し上げます。

お手元の資料２をご覧ください。 

令和７年度の夏休みにおいて、保護者負担軽減を目的に弁当配送サービスを試行的に実施

しました。実施期間は７月 22 日から８月 26 日までの間の水曜日及び金曜日の毎週２回で実

施しました。実施方法は株式会社ＰＥＣＯＦＲＥＥが運用するアプリを利用し、保護者がオ

ンラインで注文・決済を行い、弁当提供事業者であるごはん屋城陽店が各施設に配送すると

いう形をとりました。価格は１食６００円で、注文総数は２５０食、１日平均で３３食の注
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文がありました。 

２．成果及び３．課題に記載しておりますが、実施後にアンケート調査を実施いたしまし

た。アンケートの回答率につきましては対象者 849 名のうち約 3 割となっております。アン

ケート結果を見ますと肯定的な意見が多くございました。来年度につきましても、回答いた

だいた方々のうち約 8 割が継続してほしいという声がありました。他にも栄養バランスがと

れており安心だった、弁当作りの負担が軽減されたというところがございました。 

課題につきましては、価格が 1 食 600円ということで、少し高いという回答が多くござい

ました。他にも今回はご飯の量を 150gと固定して実施しましたところ、小学校 1年生～6年

生までが対象となっておりますので、低学年であれば量的には満足いただけるものでしたが、

高学年の児童になると量が足りず、追加でおにぎり等を持参して対応いただきました。その

ため、個々に応じてご飯の量を選択出来たらというお声もございました。また、児童向けの

メニューにしてほしいというご意見や注文締切・キャンセルが 2 日前の 20 時としていまし

たが、児童が突然お休みになることもあるので、前日や当日の朝に締切をしてほしいという

ご意見をいただきました。 

今回、弁当配送サービスをして下さった弁当提供事業者（ごはん屋城陽店）にご意見を伺

ったところ、想定より利用数が少なく来年度の対応は困難というお声がありました。 

今後につきましては、保護者より継続を望む意見が多数寄せられており、事務局としまし

ても継続していきたいところですが、事業者の確保が課題となりますので、周辺の調査をし

ながら、どう事業者を募集するか等を含めて検討して参りたいと思っているところでござい

ます。以上です。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

私はアンケート結果やご説明をお聞きして、中々継続していくのは難しいのではと感じて

おります。やはり 1 食あたり 600円というお金の問題で事業者の採算性も考えると継続は難

しいと。これから益々、物価は上がる方向にいきますし、ご飯の量も少ないと。また、満足

していただける保護者が多ければいいのですが、アンケート回答率も 3 割にとどまり、残り

の 7 割の方々がどう感じているか不明であると。この辺りを含めて、今後の方向性を見出し

ていくのは困難かと。反対に補助金等を行う余裕も先程の会計報告もありましたけれど、難

しいと。この事業に対して、非常に大切なことだと思いますが、先行きが暗いと思っており

ます。私は給食もそうですが、食べることについて子どもに苦労させたくないと。成長・発

達時期に沢山のものを食べさせてあげたいと。なんとかいい方向性が見出せたらと思ってお

ります。 

ありがとうございます。 

ご意見いただきましたとおり、中々、難しいところで、学童のみに補助金を交付するとな

りますと公平性の問題も生じますし、事業者も物価高騰もあり採算を考えると対応が困難な

ところもあります。しかし、ニーズがあるのは間違いないので、来年度に向けて検討してい

きたいと思います。 

他にご質問等はございませんか。 

次に、（３）「第九回徒然草エッセイ大賞について」、事務局より報告願います。生涯学習課。 

第九回徒然草エッセイ大賞についてご報告いたします。おそれいりますが、資料３をご覧

ください。 

「決心」をテーマに本年６月３日から９月１０日まで作品募集を行い、その総数（確定値）

が出ましたのでご報告いたします。 

応募総数は 2,546通、内訳は一般の部 996通、中学生の部 1,063 通、小学生の部 487通と

なっております。一次選考、二次選考、最終選考を経て、令和８年２月上旬には受賞作品が

決定する予定です。授賞式につきましては、令和８年３月１４日石清水八幡宮清峯殿にて開

催する予定となっております。以上、報告いたします。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

ありがとうございます。 



                 

4 

 

 

［ 笹 部 課 長 ］ 

［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

［ 笹 部 課 長 ］ 

 

［ 橋 本 委 員 ］ 

［ 笹 部 課 長 ］ 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［八頭司委員］ 

 

 

市内の小・中学生からどの程度応募があったのか教えていただきたいと思います。 

916通のご応募がございました。 

毎年、参加させていただいて、非常に素晴らしい作品を拝見しております。受賞者につき

ましては、優秀な方が受賞されており、過去に受賞した方がまた受賞されることもあるので

しょうか。 

応募に関しましては、何回応募されてもかまいません。受賞者につきましては、確認して

いる限りでは 2回受賞された方はおられません。 

従って同じ方が何回か受賞される可能性はあると。 

そうです。 

ありがとうございます。 

他にご質問等はございませんか。 

ないようでありますので、これにて報告事項を終結いたします。 

３．議 題（協議事項） 

次に、３．議題に入らせていただきます。 

本日、案件はございませんが、委員の皆様からご意見・ご質問等、何かありますでしょう

か。 

ご意見・ご質問等ないようでありますので、これにて、議題を終結いたします。 

４．その他 

次に、４．その他に入らせていただきます。 

本日の、「園・学校訪問について」、ご意見はございますでしょうか。 

本日は橋本幼稚園、くすのき小学校に寄せていただきました。 

公立幼稚園の課題として、少子化に伴い園児数が少ない状態です。橋本幼稚園につきまし

ても、3歳～5歳の園児を合わせても現在 23名と少ない人数となっております。しかし、今

日、保育を見させていただく中で、少人数の良さ、園の穏やかさ、子どもの主体性を大事に

した保育をされている様子、そして何よりも先生たちが子ども達と一緒に保育を楽しんでい

る様子が見られました。 

今年度は来週が運動会ということで、運動会に向かっての取組だったのですが、ハロウィ

ンもありますので、運動会とハロウィンを組合せて、内容を子ども達と相談しながら子ども

達が様々な物語の世界を自分達で創り出していました。ダンスを見させていただいて、皆が

とても明るい表情で、一人ひとりが主役になっており、自分の考えたことをしっかりと全身

で表現している様子に感動させていただきました。子どもの想いを尊重した大切な保育をさ

れているなと。また、玉入れ 1 つにしても、年長組が 6 名おられ、その 6名のよさを子ども

達と一緒に考えて、ルールも子ども達と相談しながら決めてより良いものにしている様子を

拝見させていただきました。 

本当に今、子ども達一人ひとりを大事にして、子どもの意見を尊重しながら保育がなされ

ている様子に感動させていただきました。 

園のテーマが「子どもが真ん中」、「回り道を楽しむ保育」ということで、園長先生のお話

から、先生達も回り道をしているんですと。本当にこの関わりでいいのかなと。子どもの様

子を見て、悩みながらも子どもに寄り添っていると。先生の関わり方が変わると子どもが変

わっていくことを実感しながら保育をされている様子を目の当たりにしたところです。 

全体が落ち着いていて、温かい雰囲気の中で保育が行われていることを八幡市の多くの方

に知っていただけたらと切に願いました。 

公立幼稚園は支援の必要な子ども達が沢山いらっしゃるのですが、お互いに育ち合うこと

を大事にしながら保育をされているんだと思いましたので、これは八幡市の宝物として人数

が減ってきても大切にしていってほしいと思っております。 

子ども達を見ていると、私達自身が元気をもらえますし、皆のびのびと遊んでいました。 

園長先生より週 1 回外部弁当を実施しているお話をお聞きして、3 歳児のクラスは 2 学期

から実施していると。先生が 1 学期からお弁当を食べているのを見て、子ども達が同じもの
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を食べたいと言って 3歳児は申し込みが増えたと。反対に 5 歳児は園で過ごす最後の年とい

うこともあり、保護者の方がお弁当を作ってあげたいという親心から少し減ったと。しかし、

それを選べるのがいいなと思いました。子どもの好き嫌いのことを考えるなど、親が子ども

のために考える時間がとても大切なので、そこを自由にしてくれている八幡市はすごいと思

いました。 

橋本幼稚園に寄せていただいて、運動会の練習で、お化けの姿を見せていただき、本当に

可愛らしかったです。本番がとても楽しみになるような演技をされておりました。先生方が

非常に少ない中でも競技を考えられていて、支援が必要な子ども達も一緒に楽しめる運動会

にしたいと。様々な葛藤がある中で、ご苦労されていると思いますが、子ども達が元気よく

している姿が見られ、先生達のお陰だと感謝しております。 

また、先程から外部弁当のお話も出ていますが、やはり最終的には小学校に上がると給食

を食べないといけないと。好きなものも嫌いなものも給食には入っていますから、園のころ

から外部弁当を通じて苦手なものも残さず食べる練習になればと思います。 

橋本小学校の給食を橋本幼稚園に提供するなど園から小学校に繋がるいい方法がないか検

討いただきたいです。ご苦労も多いと思いますがよろしくお願いいたします。 

最後に 1 点。園への送迎時、駐車場が少なく困っておられましたので、橋本小学校のスペ

ースや近隣のスペースなど送迎の時間だけ利用させていただくなど、地域の方々と相談しな

がらお考えいただけたらと思います。 

先程から出てます通り、給食につきましては、いい方向に前進出来ます様にご検討いただ

けたらと思います。 

橋本幼稚園につきまして、細やかな、行き届いた、配慮に満ちた、自己研修もなされてい

ると。そして、子どもと一緒に育ち合っていると。本当に絵に描いたような素晴らしい状況

を見させていただきました。熱意とあわせて教員の質も高く、この様なところを非常に誇ら

しく思っている次第でございます。 

しかし、公立幼稚園の置かれている状況は、園長先生も最初におっしゃられておりました

けれど、支援を必要な子どもが非常に多いと。自分達だけでなく、周りにも影響し、集団が

乱れると。そういったところも非常に上手くコントロールされて、支援が必要な子も育ち、

また集団も育つと。このようなところを実践の場で出来ていることはすごいことだと思いま

す。中々外部には目立たないけれど、非常に努力され、委員会からも様々な支援をし、こう

した環境を整えておられる。本当に感謝するばかりであります。 

くすのき小学校では、外国籍の児童が 21名おられるということで、これにつきましては、

八幡市の方でも様々な対策がなされていると思いますけれども、外国籍の子ども達は減るこ

とはなく、環境としては増えていくと。やはり、現場の方では中々大変だと。支援の必要な

子にあわせて外国籍の子ども達が新たに入ってくるので、保護者とのコミュニケーションと

いうあたりで益々問題になってくるのかと思っているところでございます。 

しかし、全体として、支援員等を配置することによって学校環境として非常に落ち着いて

いると。ここで、やはり、本来の学力の充実というところで、永遠の課題ではあると思いま

すが、自学自習、読書時間の低下、スマートフォンを使用する時間の増加などおっしゃられ

ておりました。そういった中でどの様にして教育力を身に付けていくか。様々な施策をされ

ておりますが、目に見えた形で学力の向上をもう 1 歩進められる、数字的に出てくるような

ものがあればと感じているところでございます。 

委員の方々からもお話がありましたけれど、運動会の練習を幼稚園も小学校もされていて、

まず思ったことが皆で揃えることは綺麗だな、気持ちいいなと子ども達が感じることがすご

く大事かなと。それぞれ出来ること、出来ないこと、配慮が必要なこと様々ありますが、や

はり皆で力を合わせてやると気持ちいいと。 

委員の皆様がおっしゃられましたとおり、年長組が本当に綺麗に揃っていて、表情が主体

的で自分の想いをしっかり出している。このことは本当にすごいと思いました。 

当然ながら、発達の課題であったり、その子の個性であったり、中々集団に入れない子が
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いると。その子をどうするんだと。先生方も非常に悩まれているんだと改めて感じました。

嫌がっていてもさせないといけないこともありますし、嫌な想いをさせても、そのことが成

長に繋がるのなら、嫌な想いをさせないといけないかと。いつもいつも子ども達が自分にと

って心地よいことばかりする幼少期を過ごしていいのかと。そこで先生方も非常に悩まれて

おりますし、葛藤もありますし、苦労をされていると感じた次第でございます。しかし、子

ども達のことを第一に考え保育して下さっている八幡市の先生はすごいと思いました。 

くすのき小学校も非常に落ち着いて、廊下を走り回る子もおらず、皆教室に入りしっかり

と先生の方を向いて勉強しておりました。橋本委員からもお話がありましたけれど、学力向

上に向けて 1歩踏み出す必要があると思っているところでございます。 

園・学校訪問とは話が変わりますが、保育園の運動会を見させていただき、感じたのです

が、子ども達が伸びる瞬間がありますね。言葉にするのは難しいですが、子ども達がすごく

伸びる、子ども達自身の成長を感じる瞬間が運動会はそういう場面がすごく見られました。 

教育委員会は子ども達の主体性を重視しているのですが、各園、小学校、中学校でも子ど

も達の主体性を大事にした取組を行ってくれているなと園・学校訪問をする中で感じさせて

いただきました。 

他にご質問・ご意見はございませんか。 

ないようでありますので、４．その他を終結いたします。 

５．配付資料 

次に５．配付資料について、事務局より説明願います。こども未来課。 

９月議事録（写し）をお手元にお届けしています。以上です。 

次に、「次回定例教育委員会の日程について」、事務局より説明願います。 

こども未来課。 

次回の定例教育委員会は、11 月 19 日（水）午後３時から、庁舎５階会議室５－２で行い

ます。 

また、園・学校訪問につきましては、午前９時から松花堂庭園、午前 10時からさくら幼稚

園、午前 11時 30分から美濃山小学校でございます。以上です。 

以上をもちまして、１０月度の定例教育委員会を閉会させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財　 　源　 　内　 　訳

目 主要な施策 決　算　額 特　 　定　 　財　 　源 施　　策　　の　　内　　容 
一 般 財 源

国府支出金 地  方  債 そ  の  他

 円 　円  円  円  円 

 （款）３ 民  生  費    （項）２ 児童福祉費 

１ 児 童 福 祉 施 設 等  3,053,170 （国） 865,030 預かり保育事業利用給付（私立）  118,200円 
   総 務 費 利 用 給 付  　1,458,760 一時預かり事業利用給付  　64,903円 

（府） 子育て援助活動支援事業利用給付　  1,050円 
 729,380 認可外保育施設利用給付    2,869,017円

-１-

資料1



児 童 福 祉 29,646,491 （国）  25,582,491 公私立保育所等職員検便委託 　991,898円 
一 般 事 務 2,032,000 　職員数　延　6,033人分 
(子育て支援課) （府） 地域子育て支援拠点事業費助成  6,096,000円 

2,032,000  対象　地域子育て支援施設　おひさまテラス 
「八幡市子育てハンドブック」発行　１回

子ども・子育て 4,851,187 4,851,187 子ども・子育て会議 
支援総合推進 　委員　20人　開催　５回 

子ども・子育て支援事業計画策定業務委託 
4,471,700円 

　計画期間　令和７年度～令和11年度

子ども・子育て 3,500,000 （繰越金） 子ども・子育て支援事業計画策定業務委託 
支援総合推進 3,500,000 　事業内容　子ども・子育て支援事業計画策定 

（５年度繰越） 　に向けたニーズ調査等実施
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２ 児童入所費 民 間 保 育 所 764,325,560 （国） （負担金）  173,578,053 八幡保育園   98,665,510円 
運 営  384,208,675 50,668,440  延　　720人 

（府） 西遊寺保育園  102,163,220円 
155,870,392  延　　645人 

男山保育園 　200,274,670円 
 延  2,228人 

ぶどうの木保育園  184,493,420円 
 延  1,801人 

くすのき保育園　 　159,642,030円 
　延　1,523人 
 計５園  延　6,917人 

構成  ３歳未満児  延  2,749人 
 ３歳児　  延  1,338人 
 ４歳以上児  延  2,830人 

広域入所実施委託 
　つぼみ保育園(京都市) 　18,997,620円 

 延　 157人 
　誕生院保育園(京都市) 　89,090円 

 延　  １人

民 間 保 育 所  139,683,896 （国）  122,870,796 運営費助成　  44,001,484円 
振 興 6,498,000  ０歳児、２～５歳児 

（府）  当該年度保育単価×0.04　17,277,510円 
10,315,100    延  5,833人 

 １歳児 
 当該年度保育単価×0.29　26,723,974円 

　（当該年度10月以降は×0.14） 
 延  1,084人 

職員給与改善費助成    11,517,000円 
児童各種検診費助成   　3,542,621円 
家庭支援推進保育事業費助成　　 2,817,534円 
一時預かり事業費助成   　2,833,000円 
障がい児保育事業費助成　 　54,445,403円 
延長保育事業費助成     7,840,686円 
５歳児遠足事業費助成   　 184,415円 
日本スポーツ振興センター負担費助成  86,010円 

 実費徴収減免事業費助成　  50,233円
 施設整備資金借入金利子補給助成  832,200円

 病児保育事業費(体調不良児対応型)助成
 　 4,496,000円
 地域共生社会実現サポート事業費助成 960,625円
 副食費減免事業費助成       　  1,413,000円
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財　 　源　 　内　 　訳

目 主要な施策 決　算　額 特　 　定　 　財　 　源 施　　策　　の　　内　　容 
一 般 財 源

国府支出金 地  方  債 そ  の  他

 円 　円  円  円  円 

２ 児童入所費 民 間 保 育 所 子育て世帯サポート推進事業費助成 352,800円 
　 （つづき） 振 興 　紙おむつ廃棄実施 

 （つづき） 保育環境等向上支援事業費助成　 1,000,000円 
　安全、防犯対策等の設備整備等を支援 
プライバシー保護設備等支援事業費助成 127,000円 
　パーテーション設置等の対策を支援 
物価高騰対策副食費支援事業費助成 583,800円 
　給食材料費の一部を助成 
広域入所実施委託　　　　　  　 2,600,085円 
 つぼみ保育園(京都市)

民 間 認 定  681,446,233 （国） 182,056,833 山鳩こども園　  232,453,510円 
こ ど も 園 336,766,178 　延　2,414人 
運 営 （府） 　認定区分別児童数 

  162,623,222 　教育標準時間認定(１号)　延　  268人
 　保育認定（２号・３号）　延　2,146人

 山鳩第二こども園 　 　162,211,200円
 　延　1,535人

 　認定区分別児童数
 　教育標準時間認定(１号)　延　　180人
 　保育認定（２号・３号）　延　1,355人

認定こども園　歩学園幼稚園  110,570,286円 
 　延　1,368人 

　認定区分別児童数 
 　教育標準時間認定(１号)　延　　306人
 　保育認定（２号・３号）　延  1,062人

認定こども園　早苗幼稚園　  163,799,080円 
　延　2,110人 

 　認定区分別児童数
 　教育標準時間認定(１号)　延　　594人
 　保育認定（２号・３号）　延  1,516人

  計４園  延　7,427人 
構成  ３歳未満児  延  2,332人 

 ３歳児　　  延  1,556人 
   ４歳以上児  延  3,539人 

 ［広域施設］
 鴻池学園第三幼稚園(枚方市)　  10,811,257円

    延　　209人
 　認定区分別児童数

 　教育標準時間認定(１号)　延　　149人
 　保育認定(２号・３号)　  延  60人
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 春日丘幼稚園(枚方市)　  1,600,900円
 　延　　 24人

 　認定区分別児童数
　保育認定(２号・３号) 　延　  24人

民 間 認 定 121,163,134 （国）  92,522,579 運営費助成　 　34,969,490円 
こ ど も 園 12,314,000  ０歳児、２～５歳児 
振 興 （府）  当該年度保育単価×0.04　12,752,394円 

16,326,555  延  5,110人 
 １歳児 

 当該年度保育単価×0.29　22,217,096円 
　（当該年度10月以降は×0.14） 

 延  969人 
児童各種検診費助成   　4,563,479円 
一時預かり事業費助成    11,332,000円 
障がい児保育事業費助成　  31,031,600円 
延長保育事業費助成　 　 5,996,080円 
日本スポーツ振興センター負担費助成　70,525円 

 預かり保育事業費助成　  8,647,850円
職員給与改善費助成  9,402,707円 

 実費徴収減免事業費助成　  104,150円
 病児保育事業費(体調不良児対応型)助成

 　10,619,972円
５歳児遠足事業費助成　  115,584円 
施設整備資金借入金利子補給助成　  31,110円 

 地域共生社会実現サポート事業費助成
 1,083,750円
 副食費減免事業費助成　 　1,759,100円
 子育て世帯サポート推進事業費助成 275,400円

　紙おむつ廃棄実施 
保育環境等向上支援事業費助成　   503,837円 
　安全、防犯対策等の設備整備等を支援 
物価高騰対策副食費支援事業費助成 461,500円 
　給食材料費の一部を助成 
プライバシー保護設備等支援事業費助成 195,000円 
　パーテーション設置等の対策を支援

病 児 保 育  11,479,169 （国） 3,839,169 病児保育事業費助成  11,443,000円 
   3,820,000 　社会医療法人美杉会　男山病院　  延 219人 
（府） 病児保育利用料助成　延　10人      18,000円

3,820,000

-５-



４ 児 童 福 祉 公 立 保 育 所 752,301,647 （国） 4,200,000 （負担金）  690,817,587 共通経費（１、２）　 　345,280,134円 
 　施 設 費 運        営   11,590,000    324,060 園別経費の内訳 

（府） （使用料）  南ケ丘保育園  102,791,014円 
9,274,000   21,548,100  延 　687人 

（寄附金）  南ケ丘第二保育園 　109,033,767円 
   321,000  延  804人 

（繰入金） 　わかたけ保育園 　183,401,432円 
   7,595,000  延  1,746人 
（諸収入）   計３園  延  3,237人 

6,631,900 構成  ３歳未満児  　延  1,273人 
 ３歳児　 　延  742人 

   ４歳以上児 　延  1,222人 
特別保育事業 
　延長保育事業 　延  353人 

 わかたけ保育園 
　産休明け保育事業　延  ８人 

　南ケ丘、南ケ丘第二保育園 
　障がい児保育事業　延 　456人 

　南ケ丘、南ケ丘第二、わかたけ保育園 
若手保育士巡回相談支援　　 72回実施 
紙おむつ廃棄実施 
［主な経費内訳］ 
園児情報システム運用　 　805,200円 
管理備品購入　  2,434,090円 
　ＡＥＤ（全園）、パーテーション（全園）等 
教材・遊具備品購入　 　665,760円 
  ブロック玩具（南ケ丘）等 
公立保育所環境整備等　
　プール改修(南ケ丘第二・有都) 10,040,800円 
　トイレ改修工事設計業務委託(有都)  1,754,500円
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財　 　源　 　内　 　訳

目 主要な施策 決　算　額 特　 　定　 　財　 　源 施　　策　　の　　内　　容 
一 般 財 源

国府支出金 地  方  債 そ  の  他

 円 　円  円  円  円 

４ 児 童 福 祉 公 立 認 定  296,671,130 （国） （負担金）  263,490,680 やわたこども園　  184,093,628円 

 　施 設 費 こ ど も 園 　 4,499,000 　40,950 　延　1,853人 

   （つづき） 運　　　　営 （府） （使用料）  認定区分別児童数 

 5,931,000   16,211,450 　教育標準時間認定(１号)　延 　134人 

（諸収入） 　保育認定(２号・３号)　  延 1,719人 

 6,498,050 有都こども園　  112,577,502円 

　延　  890人 

  認定区分別児童数

　教育標準時間認定(１号)　延  12人 

　保育認定(２号・３号)　  延　 878人 

 計２園  延  2,743人 

 構成  ３歳未満児  延  1,043人 

 ３歳児　  延 　459人 

   ４歳以上児  延  1,241人 

 特別保育事業

 　延長保育事業　 　延 228人

 　やわたこども園

 　産休明け保育事業　延　３人

 　やわたこども園

 　障がい児保育事業　延 197人

 　やわた、有都こども園

 紙おむつ廃棄実施

［主な経費内訳］ 

管理備品購入　 　1,044,760円 

　収納ボックス（やわた）等 

教材・遊具備品購入　  477,560円 

　多目的ひな壇セット（やわた）等
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子 育 て 支 援 　83,431,675 （国）  60,464,675 共通経費            　　    　32,518,079円 

セ ン タ ー   12,037,000 施設別経費の内訳 

運　 　営 （府）  子ども・子育て支援センター(欽明台) 

 10,930,000  利用者数　延　12,946人　　30,417,555円 

　子育て支援センター(指月児童センター内) 

 利用者数　延  10,089人　　14,575,895円 

　第二子育て支援センター(南ケ丘第二保育園内) 

  利用者数　延　 2,904人  5,920,146円

育児不安についての相談・支援 

　電話相談  欽明台　 　延　  １件 

 来所・出張相談 　欽明台　 　延 　201件 

 指月　  延  99件 

　南ケ丘第二  延  77件 

 みんなの広場参加　指月　  延  147人

 　赤ちゃん広場　 　指月　 　延　  80人

 子育てサロン　 　欽明台　 　延　 394人 

　指月　  延　 195人 

　南ケ丘第二  延　  96人 

　お話の出前　 　指月　 　延　  25人 

　子育て講座　 　欽明台　 　延 1,443人 

 指月　 　延　 410人 

紙おむつ廃棄実施 

ファミリープレイランド開催

 　欽明台　日　時　令和６年９月28日、29日

 　参加者  437人

 　指月　　日　時　令和６年12月14日、15日

　参加者　141人
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財　 　源　 　内　 　訳

目 主要な施策 決　算　額 特　 　定　 　財　 　源 施　　策　　の　　内　　容 
一 般 財 源

国府支出金 地  方  債 そ  の  他

 円 　円  円  円  円 

４ 児 童 福 祉 フ ァ ミ リ ー  5,192,003 （国）  2,084,003 有償ボランティアによる育児の援助 
 　施 設 費 サ ポ ー ト 1,554,000 ファミリーサポートセンター
   （つづき） センター運営 （府） 開設場所　指月児童センター内

 1,554,000 保育園、幼稚園など保育施設の開始時間まで及
 び終了後の預かり　　　 　　　　　　  225件
 保育園、幼稚園など保育施設までの送迎　318件

放課後児童クラブの送迎及び開設時間前後の預
 かり　 　382件

小学校、支援学校などの開始時間まで及び終了
 後の預かり  69件
 冠婚葬祭、兄弟学校行事等の預かり　 　４件
 保護者外出時の預かり    137件
 その他    123件

ファミリーサポートセンター事業利用料助成
延　40件　43,350円
対象　ひとり親等の利用会員

児 童 館 運 営  73,423,622 （府） （諸収入） 　72,555,770 共通経費   　24,732,036円 
    764,000 103,852 施設別経費の内訳

 八幡こどもセンター   4,220,324円 
　利用人員  延 　1,951人 

 南ケ丘児童センター  24,411,571円 
 利用人員  延  6,183人 

　竹園児童センター   4,735,462円 
　利用人員  延  5,981人 

　指月児童センター   5,572,670円 
　利用人員  延  5,078人 

　橋本児童センター   4,693,559円 
　利用人員  延  5,292人 

（有都交流センター児童ルーム） 
　利用人員　延　 3,205人 

　計６施設  延  27,690人 
地域交流支援事業 
 南ケ丘児童センター 

 10講座　延　40回　参加者　延　3,785人 
児童館環境整備  5,058,000円 
　南ケ丘児童センター体育室天井補修
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放 課 後 児 童  237,227,911 （国） （使用料）  81,896,913 共通経費   　100,917,798円 

健 全 育 成   53,030,000   50,771,998 施設別経費の内訳 

（府） （諸収入）  八幡小学校  17,762,162円 

 50,998,000 531,000  児童数  延　 1,103人 

　中央小学校 　9,343,808円 

 児童数  延  487人 

 南山小学校  9,121,490円 

 児童数  延  577人 

 有都小学校　 　8,742,120円 

 児童数  延  508人 

 美濃山小学校  13,917,003円 

 児童数　延　 　952人 

 男山児童センター  18,048,605円 

 児童数  延  1,323人 

 竹園児童センター 　16,886,500円 

 児童数  延  1,505人 

 橋本児童センター 　26,452,696円 

 児童数  延  1,834人 

 子ども・子育て支援センター　14,696,083円 

　児童数　延　  882人 

　計９施設  延 　9,171人 

［主な経費内訳］ 

事業用備品購入　　　　　　　 1,547,590円 

 自動体外式除細動器（中央・有都・南山・男山）他 

放課後児童健全育成施設環境整備 　1,339,646円 

 床改修（八幡・男山）   　588,896円 

　壁紙貼替（南山・橋本）　  436,920円 

カーテン設置（美濃山）  88,330円
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 （款） 10 教　育　費　 　（項）１ 教育総務費 

１ 教　　　育 教 育 委 員 会  3,561,803 3,561,803 教育委員　 　４人 
　 委 員 会 費 運 営  定例会    開催 11回 

 臨時会    開催 ２回 
 学校等訪問  ９回 12校７園

     ２ 事 務 局 費 事 務 局 運 営 232,358,677 （国） 230,190,677 教育委員会広報紙「くすのき」発行 
  1,900,000   年２回　各6,500部

  （府） 「八幡市の教育」発行（市ホームページ掲載）
  268,000 教育委員会事務事業評価委員会　開催２回

 パソコンリース　延 25台　        494,030円
 教育情報ネットワークシステム運用保守等業務
 　10,439,271円
 校務支援システム利用料　　　　　 448,800円
 学校・保護者間連絡アプリ｢tetoru｣ 380,160円

 自治体発報オプションサービス利用業務
奨学金事務費　
　貸付金徴収事務　　対象件数　４件

    教 育 支 援 467,783 467,783 教育支援委員  68人
 委 員 会 　心身に障がいのある児童・生徒及び就学前の

 　幼児の就学相談、特別支援教育に対する啓発
　就学相談　99件 

 　「夏の地域学校」開催
　令和６年７月24日　参加者  279人 

　講演会　「特別支援教育をともに考える集い」 
 　令和６年11月30日　参加者　32人

就学相談発達検査業務委託　  145,200円

教 育 支 援 61,619,160  61,619,160 教育相談の実施 
センター運営 カウンセラーによる教育相談　週５日

 面接相談 1,388回  電話相談　427回 
　訪宅相談 　10回 

 不登校児童生徒の学校復帰等のための支援
 　不登校児童生徒の状況把握
 　学校からの報告　月１回

 　教育支援教室｢さつき｣での支援
 　通室児童・生徒数

 　31人（小学生６人・中学生25人）
  開 室 日　週５日（月曜日～金曜日）

 　支援内容
 　学習支援　教科学習・スポーツ活動等

 体験活動　野外活動（４回）・園芸等 
ソーシャルスキルトレーニング

スーパーバイザーによる指導助言  週１回
所報の発行　85部
パソコンリース　20台　  932,695円
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財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

２ 事 務 局 費 研　 修 　費  626,645  626,645 幼稚園・小学校・中学校教職員等の研修 
   （つづき） 　管理職研修　 １回  参加者　 　１人 

 教職員研修 　19回　　参加者  延 646人 
 視察研修　  １回　　参加者　 　１人

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ  45,105,090 45,105,090 ＩＣＴ支援員配置業務委託　 　40,013,600円 
ス ク ー ル 　ＩＣＴ支援員　４人 
構 想 整 備 ＧＩＧＡスクール構想整備事業保守業務委託 

4,659,600円

特別支援教育  15,923,578  15,923,578 児童生徒の学校生活上の介助や学習活動上の支
支　　　　援 援などを行う「特別支援教育支援員」を配置 

  小学校　11人　　中学校　６人 
特別支援教育ソフトウェア借上   2,932,160円

学校改革推進 3,379,917 3,379,917 学校改革プランに基づく学校教育の取組 
 　子ども会議　委員 32人　開催 ９回

  小中一貫教育推進
 　八幡市一貫教育推進協議会

コーディネーター会議　開催２回
先進地視察　１回　５人

 　小中一貫教育コーディネーター代替講師
　４人派遣

学力向上推進  58,019,448 （府） 46,835,448 学力向上推進経費 
　11,184,000 　学習支援員　52人 

スクールソーシャルワーカー　２人
機動的児童生徒個別支援事業

 　非常勤講師　８人派遣
 　英語検定受検料負担

　対象者　中学生全学年３級以上希望者　380人 
 　多様な学びの場充実事業

 　非常勤講師　５人
 　非常勤支援員　12人
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 外国人児童生徒支援 
 　日本語支援員派遣　158回

 母語通訳者派遣　　 ２回

   八幡市・八幡 571,069 （繰入金） 二宮忠八翁の縁でつながる愛媛県八幡浜市と八
   浜 市 中 学 生 571,069 幡市の中学生の体験活動を通じた交流

 交 流  令和６年８月19日～21日
 　参加者　市内中学生　20人

　場　所　八幡市

   い じ め 防 止 27,300  27,300 小学校及び中学校におけるいじめ等の問題行動
対 策 委 員 会 の未然防止、早期発見及び対処等に必要な事項

 の調査及び審議
 　八幡市いじめ防止対策委員会　委員　８人

　開催　１回

    ス タ デ ィ 55,902,605 （国） （繰入金） 21,727,605 学習意欲は高いが、経済的理由により塾等の学
  サ ポ ー ト   14,175,000 10,000,000 習機会が少ない小学校４～６年生及び中学生を

  （鳩嶺教室） （府） 対象に、民間事業者を活用した学習機会を提供
  10,000,000 　小学生：受講者数　  78人

 　定期指導　週２回実施
 　学力テスト　２回
  中学生：受講者数　 134人

 　定期講座　週２回実施
 　春季・夏季・冬季講座開催

 　学力テスト １、２年生 ３回
　３年生　　 ４回

地 域 部 活 動 4,362,423 （国） 1,233,844 休日の部活動の段階的な地域移行と地域スポー
検 討 委 員 会 2,466,579 ツ・文化環境の一体的な整備に向け、八幡市地

（府） 域クラブ活動推進協議会を設置
662,000 １校１部活を対象とした地域移行の実証を実施

 　部活動指導員　６人
 　八幡市地域クラブ活動推進協議会　委員　13人
 　開催　６回

　説明会の実施（小中学校保護者対象１回、実
　証種目ごとの保護者対象各１回、市内４中学
　校教員対象各１回）
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 （款）10 教　育　費　 　（項）２ 小 学 校 費 

財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円 

１ 学校管理費 小 学 校 598,655,589 （国） （負担金） 594,385,601  [学校別内訳] 
管 理 運 営 456,000 1,130,350 八幡小学校    17学級  388人  36,050,142円 

（府） （繰入金） くすのき小学校 23学級  498人  55,516,120円 
　1,329,638  1,354,000 さくら小学校　 16学級　362人　39,498,249円 

 橋本小学校  20学級　530人　47,233,956円
 有都小学校  ８学級　119人　42,021,729円
 中央小学校  14学級　260人　66,530,329円
 南山小学校  14学級　239人　36,646,652円
 美濃山小学校  24学級　599人　46,379,983円
 共通経費　  228,778,429円

 計　  136学級 2,995人 
（学級数･児童数は令和６年５月１日現在の数値） 

  [主な経費内訳]
児童・教職員健康診断等委託     3,694,048円

   受診者 児童 延 7,124人、教職員 延 2,368人
 八幡長町地区等学齢児童教育事務委託

 　京都市に委託　29人　　　　　 2,255,359円
 施設設備等維持管理

 　学校警備委託、営繕委託等　  33,579,717円
　施設等修繕、補修材料購入等　13,329,515円 
　消防ホース更新（くすのき小、さくら小、橋本小、 
　有都小、中央小、美濃山小）　  1,354,000円 

 給食食器更新　  3,614,336円
 給食生ごみ処理委託　  3,710,271円
 スクールセット更新   2,296,140円
 教師用教科書等更新 　19,061,546円
 学校図書館システムサービス利用 2,144,000円

 給食備品購入
 　給食配送用食缶　  4,332,400円

フードスライサー（さくら小） 2,281,400円
 　給食室冷蔵庫（美濃山小）　  649,000円

 管理備品購入
 　電話機一式更新（くすのき小）  851,070円
 　体育館放送設備更新（くすのき小） 299,860円
 　ＡＥＤ更新　　　　　    　　　 924,770円
 　通級指導教室・特別支援学級用備品 605,130円

 　（八幡小・さくら小・美濃山小）
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トレーニングマット（美濃山小） 105,300円
 パソコンリース　延 474台  　　13,994,361円
 学校給食費保護者負担軽減助成 39,331,950円
 むし歯予防対策事業               231,267円

フッ素による子どもむし歯予防 2,047人

２ 教育振興費 小 学 校 120,523,706 （国) （繰入金） 115,418,009 ［学校別内訳］ 
教 育 振 興 2,501,089 2,604,608 八幡小学校　  10,868,448円 

 くすのき小学校　  19,658,537円
 さくら小学校　  11,238,932円
 橋本小学校　  11,545,218円
 有都小学校　   4,234,491円
 中央小学校　  10,671,488円
 南山小学校　   6,953,011円
 美濃山小学校   9,857,095円

共通経費　  35,496,486円 
［主な経費内訳］ 
各小学校 
　要保護及び準要保護児童就学援助　830人 
　特別支援教育就学奨励　  97人 
　教材備品等購入　  15品目　19数 
　学校図書館図書購入　 　 2,065冊 

マイカークラブ文庫図書購入
　八幡小学校　　　169冊　　331,914円 
　くすのき小学校　252冊　　377,957円 
　さくら小学校　　176冊　　319,957円 
　橋本小学校　 　198冊　　390,967円 
　有都小学校　 　147冊　　214,919円 
　中央小学校　 　140冊　　275,968円 
　南山小学校　 　168冊　　267,927円 
　美濃山小学校　　269冊　　424,999円 

　社会人による学習支援  246回 
 　学校安全対策（１年生、４年生対象）

 　児童危機管理プログラム研修  　 70回
 共通経費

 　就学援助新入学学用品費　　 　5,306,580円
 　入学前支給　93人

 　社会科副読本「わたしたちの八幡市」作成 700冊
 　よりよい学校生活と友達づくりのアンケート

 　「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」実施
 　対象　５・６年生　　1,027人

 　農業体験バス借上 ４台
 　パソコンリース　328台　　　  8,412,950円

　水泳指導民間委託（八幡小） 3,378,510円 
 　水泳指導民間委託（くすのき小） 3,884,400円

　水泳指導送迎バス借上　　　　 2,725,800円 
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財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容 
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

２ 教育振興費 小 学 校 　こどもやわたものしり博士検定委託  537,600円 
   （つづき） 教 育 振 興 　通級指導教室・特別支援学級用備品  249,037円 

  （ つ づ き ） 　（橋本小）
 　体育用マット（美濃山小）　  310,200円

　理科教育等設備整備　  1,978,700円 
 　教材備品購入　19品目　58数

　英語活動推進(３年生～６年生対象) 2,977,832円 
 　 講師派遣　延 274回　1,096時間

　小学校体育連盟事業助成       　 17,050円 
　「夢の教室」実施（５年生対象） 1,360,320円 

 　委託先　日本サッカー協会
 対面によるゲームとトーク実施　９回

３ 学校建設費 さくら小学校 8,442,500 6,300,000 2,142,500 さくら小学校給食室改修工事設計業務委託 
整 備

小 学 校  151,582,200  151,500,000 82,200 八幡小学校屋内運動場空調設備等整備 
屋 内 運 動 場 　66,291,500円 
空調設備等整備 有都小学校屋内運動場空調設備等整備 

81,108,500円 
八幡小学校及び有都小学校屋内運動場空調設備
等整備工事監理業務委託　　　　 4,182,200円

中 央 小 学 校 7,656,000 6,800,000 856,000 中央小学校トイレ大規模改造工事設計業務委託
整 備

 （款）10 教　育　費　   （項）３ 中 学 校 費 

１ 学校管理費 中 学 校 184,120,655 （負担金）  182,442,875 [学校別内訳] 
   管 理 運 営 616,780 男山中学校　  15学級　344人  20,396,818円

  （繰入金） 男山第二中学校 15学級　387人  17,482,759円
   1,061,000 男山第三中学校 16学級　465人  22,473,980円

 男山東中学校 　14学級　447人　19,472,927円
 共通経費  104,294,171円

 　計　 　60学級 1,643人
 （学級数・生徒数は令和６年５月１日現在の数値）
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  [主な経費内訳]
 生徒・教職員健康診断等委託     2,853,551円
 　受診者　生徒 延 3,993人、教職員 延 1,729人

 八幡長町地区等学齢生徒教育事務委託
 　京都市に委託　23人　　　　　 2,066,205円

 施設設備等維持管理
  学校警備委託、営繕委託等  11,712,095円
 　施設等修繕、補修材料購入　　 3,866,288円
 　消防ホース更新（全校） 　 　1,061,000円
 給食配送業務委託　  11,256,300円
 スクールセット更新  1,221,000円
 学校図書館システムサービス利用  1,072,000円
 パソコンリース　延292台  8,467,098円

管理備品購入
 　大型液晶ディスプレイ等の購入 3,158,760円
 　通級指導教室・特別支援学級用備品 　565,690円

 　（男中・二中・東中）
 　足載せ付養護椅子（男中）　　　 136,510円
 学校給食費保護者負担軽減助成  25,416,560円

教師用教科書等更新　 　 6,170,226円

      ２ 教育振興費 中 学 校 97,408,076 （国) （繰入金） 93,976,189 [学校別内訳]
    教 育 振 興 1,499,911 　1,375,976 男山中学校　  17,890,595円

  （府） 男山第二中学校　  19,508,517円
  556,000 男山第三中学校　  18,394,448円

 男山東中学校　  11,879,587円
共通経費    29,734,929円 

 ［主な経費内訳］
 各中学校

 　要保護及び準要保護生徒就学援助　498人
 　特別支援教育就学奨励　　　　　　 25人

 　教材等設備整備
 　教材備品等購入　８品目　10数

　学校図書館図書購入　  1,912冊 
マイカークラブ文庫図書購入

 男山中学校　　　175冊 　314,506円
 　男山第二中学校　213冊　　335,862円
 　男山第三中学校　236冊　　371,678円
 　男山東中学校　　206冊　　353,930円
 　社会人による学習支援  469回

 共通経費
 　就学援助新入学学用品費　 　7,182,000円

 　入学前支給　114人
　パソコンリース　164台　  4,150,573円 

 　理科教育等設備整備　 　968,300円
　教材備品購入　７品目　23数 
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財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円 

２ 教育振興費 中 学 校 　中学校吹奏楽研究会助成 　1,100,000円 
   （つづき） 教 育 振 興  中学校体育連盟事業助成　  720,000円 

 （つづき） 　部活動施設利用助成　 　951,780円 
　部活動備品整備 15品目　29数　1,645,900円 
　自学自習システム借上　 　844,800円 
　英語教育の推進   　8,862,852円 

 　講師派遣　延　502回　3,262時間
　よりよい学校生活と友達づくりのアンケー

 　ト「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」実施
　対象　全中学生　　1,642人

 ３ 学校建設費 男 山 第 二 2,041,600 2,041,600 男山第二中学校グラウンド改修工事設計業務委託
中 学 校 整 備

      男 山 第 二 131,753,600 （国） 46,400,000 （繰越金） 男山第二中学校武道場長寿命化改良
中 学 校 整 備  23,437,000  61,916,600 129,982,600円 
(５年度繰越) 男山第二中学校武道場長寿命化改良工事監理業

務委託　　　　　　　　　　　 　1,325,500円

男 山 東 13,803,100 13,500,000 （繰入金） 100 男山東中学校エレベータ設備等整備工事設計業
中 学 校 整 備 303,000 務委託

　（款）10 教　育　費　  （項）４ 幼 稚 園 費 

１ 幼 稚 園 幼 稚 園 127,862,039 （国）　 （負担金） 125,637,824 ［園別内訳］ 
　 管 理 費 管 理 運 営 667,000   11,895 さくら幼稚園　  41,986,690円 

（府）   （繰入金） 　園児数　 40人　３クラス 
　552,000 102,920 橋本幼稚園　  43,664,306円 

 (諸収入) 　園児数  23人　３クラス 
890,400 共通経費　 　42,211,043円 

　計　  63人　６クラス 
（園児数・クラス数は令和６年５月１日現在の数値） 
 [主な経費内訳] 
特色ある園づくり（園開放行事）  46,819円 
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施設設備等維持管理 
　消防設備保守、施設営繕等委託 1,156,999円 
 施設設備等修繕  238,447円 

園児情報システム運用　  198,000円 
教材・管理備品購入 
　教材・遊具備品  1,620,640円 

　電子ピアノ（全園）等 
　幼稚園管理備品  1,360,780円 
   ＡＥＤ（全園）等 

預かり保育事業    4,223,341円 
 保育時間終了後～午後５時まで 
　月預かり　　　　延 　153人 
 一時預かり  延 1,120人 

プレ保育事業　　利用者　13人 　807,356円 
　未就園の２歳児を対象に週２回実施 
紙おむつ廃棄実施 
マイカークラブ図書

さくら幼稚園 　49冊　 　34,600円 
橋本幼稚園  77冊　  68,320円

     私 立 幼 稚 園 456,497 （国） 252,497 私立幼稚園健康診断助成  63人  148,917円
   助 成 102,000 　なるみ幼稚園

  （府） 　満３歳児　  6人    774円
  102,000  ３歳児  12人　  31,188円

  ４歳児　 　18人　  46,782円
  ５歳児　 　27人　  70,173円

 私立幼稚園副食費補足給付　14人  307,580円
 　満３歳児  6人　   86,780円
  ４歳児　 　4人　  110,400円

 ５歳児　 　4人　 　110,400円

私 立 幼 稚 園  8,038,576 （国） 2,514,065 広域施設 
運 営    3,010,447  くずはローズ幼稚園（枚方市）4,734,936円 

（府） 　延　 72人 
2,514,064  くずは青葉幼稚園（枚方市）　3,303,640円 

　延 　50人

施 設 等 　27,121,011 （国）　 7,923,863 国立・私立幼稚園利用給付 　 　23,959,224円 
利 用 給 付   12,846,899 預かり保育事業利用給付(公立)    504,650円 

（府）　 預かり保育事業利用給付(私立)   1,188,775円
 6,350,249
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 （款）10 教  育  費　   （項）５ 社会教育費 

財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

１ 社 会 教 育 人権教育推進 　946,500 （府） 833,500 人権教育推進協議会活動助成    720,000円 
 　総 務 費 113,000 人権教育学習講座　開催　２回　約80人　

人権啓発ポスター展 
 会　場  八幡人権・交流センター 

  出展数  949点　入場者　約100人
　ポスターコンクール表彰　入賞者 15人

 集会所管理運 　36,683,402 （府）  36,173,402 学習支援事業（南ケ丘教育集会所） 
  営・学習活動  510,000  学習支援利用者　小学生　  延  1,564人

 中学生  延  1,320人 
　合計延人数　延　2,884人 

リーダーバンク出務者 　延　　228人 
パソコンリース　６台 　212,490円

社 会 教 育 101,459,580 101,459,580 社会教育委員　 　10人 
一 般 総 務

     青少年・女性 5,522,137 （諸収入）  5,519,357 青少年・女性活動推進　  2,453,694円
   活　　　　動 2,780 　子ども会活動助成　 　744,945円

  18子ども会　子ども会会員　1,997人
 　青少年育成補導委員会活動助成 1,035,000円

スポーツ大会等
 　子どもまつり事業助成　 　36,000円

 　２ＰＴＡ
  ＰＴＡ連絡協議会活動助成　 　68,590円
 　女性会活動助成　  450,000円
  健康増進、学習会、ボランティア活動等

 少年少女合唱団事業  976,839円
  団員９人（中学生３人　小学生６人）

 　週１回（土曜日）活動  53日
 家庭教育推進事業  24,105円

 　ふれあい体験学習　開催　９回
 　参加者　延 20人
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 　子育て講座  開催　２回
　参加者　39人 

青少年活動事業　 　128,427円 
 ふれあい交流事業　開催　３回 

 参加者　延 73人（うち障がい者13人） 
青少年の主張大会開催　  296,497円 
 参加者　約120人 

　内　容  小学生、中学生、高校生、支援学校生 
　計14人発表 

二十歳のつどい開催　 　1,642,575円 
　参加者  519人（新成人対象者 712人） 
　参加率　72.9％

地域学校協働 2,424,793 （府） 1,687,793 中学校校区学校支援地域本部活動助成 
活 動 推 進 737,000 　男山中学校校区　 　521,369円 

 　登下校安全指導、絆フェスタ開催
 　男山第二中学校校区　 　642,299円

 　環境整備、登下校安全指導、学習支援
 　男山第三中学校校区　  730,840円

 　環境整備、学習支援
 　男山東中学校校区    497,066円

　学習支援、環境整備

    地域連携教育 　3,985,960 （繰入金） 地域連携教育活動助成
活 動 推 進 　3,985,960 　地域連携事業、特色ある教育活動、体験学習、

 　特別支援学習、環境整備等
 小・中学校地域支援団体　12団体

やわた放課後 6,598,184 （府） （諸収入） 3,166,584 放課後学習クラブ運営(京のまなび教室推進事業) 
学 習 ク ラ ブ 3,350,000 81,600 　放課後児童の学習支援　
運 営 　実 施 校　市内全小学校 

　対 象　小学校５、６年生 
　実施回数　週２回 

　水曜日　放課後～90分 
 土曜日  ９時30分～11時 

　参加者　延　4,273人 
　学習アドバイザー出務者　延 1,043人
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財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

１ 社 会 教 育 地 域 に よ る 711,559 （府） 364,559 地域のボランティアによる放課後の学習支援を
 　総 務 費 寺 子 屋 347,000 試行的に実施 
   （つづき） (家庭学習応援) 　実施校　さくら小学校、中央小学校 

 　対　象  小学校１～３年生
 　回　数  週２回

 　参加者　延 2,620人
 　学習支援コーディネーター、ボランティア出務者

　延 294人
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２ 文化財保護 一 般 保 護  13,580,343 （諸収入） 　13,567,643 埋蔵文化財包蔵地における発掘、立会調査等60件 
   対 策 費 12,700 八幡市文化財保護事業補助金 

 　国宝重要文化財等保存・活用事業費助成
 　850,000円

　重要文化財(建造物)伊佐家住宅主屋保存修
 　理強化対策

　国指定文化財維持管理費助成　 1,305,000円 
 　防災設備保守点検等

 　石清水八幡宮、正法寺、伊佐家
　府指定・登録文化財等維持管理費助成 588,000円 

 　防災設備保守点検等
　正法寺、善法律寺、御園神社、内神社、

 　相槌神社、西遊寺
　府社寺等文化資料保全等助成　　　52,000円 

 　「御園神社のずいき御輿・天狗・獅子」
 　高張提灯修理及び神輿紫幕新調

　市指定文化財助成　　　　　　 　 24,000円 
 　防災設備保守点検等　念佛寺

 郷土史会活動助成  200,000円
 ずいきみこし保存会活動助成　 　90,000円
 市管理地保全  6,634,426円

　八幡西車塚古墳、後村上天皇行宮趾、志水瓦
 　窯跡、楠葉平野山窯跡

 八角堂一般公開　令和６年11月23日～24日
  来場者　延　356人

八角堂内見学　３回　延73人

    美 術 工 芸 品  1,285,443  1,285,443 市内旧家社寺等保有美術工芸品調査
調 査   古文書・彫刻・絵画・工芸品等
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財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

２ 文化財保護 市内遺跡調査 7,804,737 （国）　 1,954,737 史跡石清水八幡宮境内範囲確認調査業務委託 
   対 策 費 3,900,000 　 2,611,400円 
   （つづき） 史跡石清水八幡宮境内範囲確認調査業務委託 その２ 

（府）　 　 940,500円 
　1,950,000 史跡石清水八幡宮境内樹木伐採業務委託  

 　 294,800円
 史跡石清水八幡宮境内石垣図化業務委託

    880,000円
 八幡市埋蔵文化財発掘調査報告書(第75集)刊行

 105,600円

   発 掘 調 査 174,306 （諸収入） 八幡市埋蔵文化財発掘調査報告書(第76集)刊行
174,306    132,000円

    ふ る さ と 6,945,362 2,200,000 （諸収入） 4,731,562 管理運営
   学 習 館 13,800 　令和６年度来館者数　延　549人
  管 理 運 営   社会科見学　市内小学生　423人

 文化財講座 ２講座　延　30人
 体験学習　２講座（計４回開催）　延　46人

 　勾玉づくり、古銭づくり
 外壁改修業務　　　　　　　　　 　110,000円

 収蔵棚解体再設置及び収蔵物移設業務委託
 　 464,200円

 ふるさと学習館３階民俗収蔵展示室改修
 3,934,700円

      名 勝 松 花 堂  150,043,792 （国） 45,300,000 818,792 災害復旧工事実施設計及び工事監理業務委託
  及び書院庭園 103,925,000 15,471,500円

  保 存 活 用 名勝松花堂及び書院庭園災害復旧工事 
  123,970,000円

 書院：野地板等の取付、既設材の修理、壁竹
 　下地編み等

 　蔵  ：内外壁の中塗、桟瓦葺き等
 素屋根等仮設施設資材賃貸借(書院）

 　4,950,000円 
電気設備整備実施設計業務委託   2,014,100円 
空調換気設備整備実施設計業務委託  2,525,600円 
危険木伐採　　                   893,310円

-２４-



    史 跡 買 上 げ  52,989,880 （国） 9,500,000 （繰越金） 八幡西車塚古墳買上げ事業に係る用地取得 
（５年度繰越）  42,392,000 1,097,880  52,972,400円

     史 跡 綴 喜 2,365,000 （国） 1,240,000 史跡綴喜古墳群（八幡西車塚古墳）危険木伐採
  古墳群（八幡 1,125,000
 西車塚古墳）

保 存 活 用

-２５-



財  源  内  訳

目 主要な施策 決  算  額 特  定  財  源 施　　策　　の　　内　　容
一 般 財 源 

国府支出金 地　方  債 そ  の  他

 円  円  円  円  円

      ４ 図 書 館 費 図 書 館 運 営  158,621,850 （手数料）  158,562,270 図書館協議会委員　８人

  59,580 図書館管理運営

 　八幡市民図書館　開館日数　274日

 　男山市民図書館　開館日数　281日

 　自動車文庫（市内26カ所巡回）

 　運行日数　99日　臨時巡回  17日

 蔵書冊数

   244,506冊（うち児童図書  62,157冊）

 個人貸出図書

  八幡市民図書館

 　成人図書  151,144冊  児童図書 51,471冊

 　雑誌　  9,833冊

  男山市民図書館

  成人図書　178,475冊  児童図書 55,209冊

 　雑誌　  9,570冊

 　自動車文庫

  成人図書  9,513冊  児童図書  6,248冊

 　雑誌　 　994冊

 個人貸出視聴覚資料

 レコード  13枚　カセット 　24巻

 　ＣＤ　 　2,908点　ビデオ　  16巻

  市民１人当たり　   6.95冊

  利用者１人当たり　79.24冊

 　利用者           5,999人

-２６-



 団体貸出

  八幡市民図書館　218件　3,224冊

  男山市民図書館　 72件　　536冊

  自動車文庫      102件  1,538冊

 障がい者サービス

 　貸出　456タイトル  456冊　延 456人

リクエスト予約冊数

八幡市民図書館及び自動車文庫　26,690冊

  男山市民図書館 　28,343冊

 　ＷＥＢ　 　15,996冊

コピーサービス

  八幡市民図書館  3,787枚

   男山市民図書館  2,171枚

 調査相談

  八幡市民図書館  来館　217件

  男山市民図書館  来館  422件

 図書等購入

 成人図書　  8,220冊  13,775,372円 

 　児童図書  3,344冊  5,303,455円

 　大活字図書（成人） 46冊　 　161,590円

 　大活字図書（児童）　4冊　 　 13,200円

 　ＣＤ　　　　　　　 30点　 　 93,278円

 図書館システム運用経費　 　13,098,360円

移動図書館車運行及び資料集配業務派遣 

 2,205,519円

-２７-



資料２ 

 

放課後児童健全育成施設における弁当配送サービス 実施報告 

 

こども未来課 

 

1. 内容 
 長期休業期間中の昼食準備にかかる保護者負担の軽減を目的として、今年度初めて
弁当配送サービスを試行的に実施。 
 
➢ 実施期間：令和 7年 7月 22日～8月 26日（毎週 2回：水曜・金曜） 
➢ 対象児童：849名（希望者が注文） 
➢ 延べ提供食数：250食（1日平均 33食） 
➢ 実施方法：株式会社 PECOFREEの専用アプリで保護者が弁当を注文・決済。 

弁当提供事業者（ごはん屋城陽店）が各施設に配送。（1 食：600 円） 
 
2. 成果 
 配送は大きな支障なく行われ、弁当を児童へ安定的に提供。 
⚫ アンケート結果に基づく保護者の主な意見。 

・栄養バランスが取れて安心 ・弁当作りの負担が軽減された 

・食中毒の心配がなく安心  

 

 

3. 課題 
⚫ アンケート結果に基づく保護者からの主な改善要望。 

・料金が高額に感じられること ・弁当の量を選択できる仕組み 

・こども向けメニューの充実 ・注文締め切りの早さに対する不満 

 
⚫ 利用数が想定を下回ったことによる事業としての採算性・継続性の課題。 

 
4. 今後 
 アンケートにおいて継続を望む意見が多数寄せられ、来年度以降も継続実施
の方針。 
 今後、弁当提供事業者の選定、以下の改善の検討が必要。 

・献立内容の工夫 ・弁当の価格 

・注文締め切り日の調整  

 



資料3　

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 996 278 663 55 13 983
2 中学生の部 1,063 1,011 31 21 476 587
3 小学生の部 487 485 2 0 440 47

2,546 1,774 696 76 929 1,617

テ ー マ 「決心」

募集期間 令和７年６月３日（火）から９月１０日（水）

今後の予定 一次選考　令和７年１１月中旬から１２月中旬

二次選考　令和７年１２月中旬 　

最終選考　令和７年１２月下旬から１月下旬

作品決定　令和８年２月上旬

授 賞 式　  令和８年３月１４日（土）　石清水八幡宮　清峯殿

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,911 913 875 123 66 1,845
2 中学生の部 358 347 11 0 287 71
3 小学生の部 312 309 2 1 294 18

2,581 1,569 888 124 647 1,934

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,048 523 465 60 24 1,024
2 中学生の部 362 359 3 0 359 3
3 小学生の部 626 623 3 0 619 7

2,036 1,505 471 60 1,002 1,034

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,612 763 789 60 27 1,585
2 中学生の部 390 385 5 0 266 124
3 小学生の部 774 769 5 0 767 7

2,776 1,917 799 60 1,060 1,716

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,986 795 1,101 90 29 1,957
2 中学生の部 813 808 5 0 453 360
3 小学生の部 765 762 3 0 760 5

3,564 2,365 1,109 90 1,242 2,322

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,795 690 1,034 71 13 1,782
2 中学生の部 342 325 15 2 226 116
3 小学生の部 596 594 2 0 590 6

2,733 1,609 1,051 73 829 1,904

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,526 492 945 89 37 1,489
2 中学生の部 665 621 40 4 399 266
3 小学生の部 507 505 1 1 503 4

2,698 1,618 986 94 939 1,759

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,161 411 701 49 25 1,136
2 中学生の部 744 581 161 2 348 396
3 小学生の部 499 497 2 0 494 5

2,404 1,489 864 51 867 1,537

番号 部門名 応募数 郵送 ＷＥＢ メール 市内 市外
1 一般の部 1,285 550 677 58 16 1,269
2 中学生の部 721 687 31 3 301 420
3 小学生の部 440 438 2 0 436 4

2,446 1,675 710 61 753 1,693合計件数

合計件数

第六回徒然草エッセイ大賞応募状況について　テーマ：願い

合計件数

第七回徒然草エッセイ大賞応募状況について　テーマ：ときめき

合計件数

第八回徒然草エッセイ大賞応募状況について　テーマ：はじまり

第五回徒然草エッセイ大賞応募状況について　テーマ：つながり

第九回徒然草エッセイ大賞応募状況について

合計件数

（参考）
第一回徒然草エッセイ大賞応募状況について　　テーマ：出会い

合計件数

第二回徒然草エッセイ大賞応募状況について　　テーマ：旅立ち

合計件数

第三回徒然草エッセイ大賞応募状況について 　テーマ：発見

合計件数

第四回徒然草エッセイ大賞応募状況について 　テーマ：変化

合計件数
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